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お話しの前に

今回のお話しは多分に「北海道国立大学機構 情報推進部門長」

としての「思い」が入っていますので、必ずしも機構全体の方針を

反映しているものではない部分もあります。

ご了承下さい。



国立大学統合の動き

北海道国立大学機構HPより
nuc-hokkaido.ac.jp



国立大学統合の動き

愛知県 総合大学間の統合
（総合大学+地方総合大学）

東海国立大学機構2020

岐阜大学 岐阜県

名古屋大学

計画年度 機構名（仮称含む） 大学名 都道府県 特色

静岡県
総合大学と医科大学の統合

（医工連携）
（静岡国立大学機構）（2021）

浜松医科大学

静岡大学

北海道
農・工・商の3つの単科大学
（文理融合）

北海道国立大学機構2022

小樽商科大学

帯広畜産大学

北見工業大学

奈良県
同一県内での教員養成連携国立大学法人奈良2022

奈良教育大学

奈良女子大学



小樽-帯広-北見の三大学統合

他の事例との違い

1. 距離

2. 規模

3. 専門分野

150km (北見-帯広), 230km (帯広-小樽), 330km (小樽-北見)

小樽: 2,400人、帯広: 1,300人、北見: 2,300人

商学（小樽）、 農学（帯広）、工学（北見）

遠距離

同規模

異分野
●北見

●帯広
●小樽



統合を進める上での4つの取り組み

1. 経営改革

2. 連携教育

3. オープンイノベーション

4. 遠隔教育

「大学組織」の連携・統合

「教育」の連携・統合 (文理融合型教育）

「研究」の連携とイノベーション創出

ICTで「距離」を克服した連携講義



・三大学による相互配信講義（単位互換）

2025年度前期実績

提供科目数: 28 (小樽: 9, 帯広: 12, 北見: 7) 

履修者数（延べ）: 5,444人 (小樽: 1,620人, 帯広: 2,812人, 北見: 1,012人) 

後期も同規模の履修者数を予定



国立大学法人 小樽商科大学 国立大学法人 北見工業大学国立大学法人 帯広畜産大学

◆理念は、「人を育て、科学技術を広め、
地域に輝き、未来を拓く」

◆北海道経済の発展を担うために「No.1
ｸﾞﾛｰｶﾙ大学宣言」による人材育成推進

◆「食を支え、くらしを守る」人材の育
成を通じて、地域及び国際社会に貢献

・商学部 収容定員 2,060人
・商学研究科 収容定員 99人
・教員数 121人 事務職員等 69人
・予算 3,017百万円（運営費交付金1,267百万円）

・工学部 収容定員 1,660人
・工学研究科 収容定員 248人
・教員数 134人 事務職員等 99人
・予算 3,897百万円（運営費交付金2,330百万円）

・畜産学部 収容定員 1,100人
・畜産学研究科 収容定員 146人
・教員数 124人 事務職員等 94人
・予算 4,616百万円（運営費交付金2,770百万円）

※各大学の学生収容定員は平成29年度、教職員数は平成29年5月1日現在、予算は平成28年度収入決算額

学
部
一
・
二
年

三大学の学生が自由に履修できる科目を開講（卒業所要単位化）

全学生が数理的思考、
データ分析・活用能力を
習得するための導入教育
●数理ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論
 ●ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ入門 等

〈数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ科目〉

分野を越えた基礎･専門
知を育成するための導入

教育
●リベラルアーツ教育
●社会科学入門

●農業とテクノロジー等

〈文理融合導入科目〉

地域の課題解決に向けた意識
を涵養するための基盤教育

●地域学
●地域活性化ｼｽﾃﾑ論 等

〈地域理解・課題解決型科目〉 〈ﾍﾞﾝﾁｬｰﾏｲﾝﾄﾞ醸成科目〉

ビジネスプランを立案・実
施できる能力を育成し、
３、４年次に接続する科目
（ビジネスコンテスト、起業

体験等を含む）

学
部
三
・
四
年

文理融合の「副専攻型プログラム」の実施（三大学共同実施）

スマート農畜産業プログラム スポーツ・健康プログラムｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

先端的遠隔教育システムによる講義

（双方向リアルタイム・オンデマンド）

課題解決型学習・アクティブラーニング

学生移動・合宿等による対面・交流授業
連関・展開

商・農・工の専門分野と異分野の知識・技術等を習得し、社会の各分野で
リーダーとして活躍できる人材を育成

（プログラム例） ＊各プログラムは三大学の専門分野に基づく科目群で構成

国立大学法人北海道国立大学機構 2022年4月



https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/news/4133/

「単位累積型学位取得プログラム構想」
についてのニーズ調査

入学前からのID統合管理は必須

・単位累積型学位取得プログラム



https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/news/5302/

「リカレント教育エコシステム
構築支援事業」

三大学以外の履修生

・リカレント教育エコシステム



https://www.otaru-uc.ac.jp/summary/university_vision/

「ユニバーサル・ユニバーシティ構想」（小樽商科大学）

・ユニバーサル・ユニバーシティ構想



教育コンテンツ・成果管理の共有

https://www.otaru-uc.ac.jp/summary/university_vision/

「ユニバーサル・ユニバーシティ構想」
（小樽商科大学）



教育コンテンツ・成果管理の共有

https://www.otaru-uc.ac.jp/summary/university_vision/

「ユニバーサル・ユニバーシティ構想」
（小樽商科大学）

・ユニバーサル・ユニバーシティ構想



教育コンテンツ・成果管理の共有

https://www.otaru-uc.ac.jp/summary/university_vision/

「ユニバーサル・ユニバーシティ構想」
（小樽商科大学）

・ユニバーサル・ユニバーシティ構想



・単位累積型学位取得プログラム

・リカレント教育エコシステム

・ユニバーサル・ユニバーシティ構想

様々な「学び」の形態とその管理・運用

様々な「学び」の形態とその管理・運用

・三大学による相互配信講義（単位互換）



現状

小樽商科大学

帯広畜産大学

北見工業大学

・学務システムは別々

・LMS（統合準備）

「マイクロクレデンシャル」で繋ぐ

※他大学の単位履修はCSV等による手作業での成績登録



・単位累積型学位取得プログラム

入学前に小樽、帯広、北見の
三大学の講義を履修

入学後に単位が「迷子」
にならない工夫が必要

重要な鍵は ID統合と単位の管理（マイクロクレデンシャル）



北見工大の認証統合・サービス連携

-2011

-2016

-2022

ID管理基盤導入、SSO導入、学認参加

SSO-MFA対応、VDI連携

SSO-SAML連携、クラウドファイル共有サービス導入

認証統合

サービス統合・拡充

セキュリティ強化

これを帯広・小樽にも展開し、統合を進める



認証統合

北見工大

小樽商科大

帯広畜産大
北海道国立大学機構

本部

IDM

SSO

サービス連携

統合IDM

SSO

サービス連携

IDM

SSO

サービス連携

IDM

SSO

サービス連携

各大学からプロビジョニング



認証統合

北見工大

小樽商科大

帯広畜産大
北海道国立大学機構

本部

IDM

SSO

サービス連携

統合IDM

SSO

サービス連携

IDM

SSO

サービス連携

IDM

SSO

サービス連携

各大学へプロビジョニング

マスターDBの管理



サービス連携・データ連携・ワークフロー統合

SSO
MFA対応
学認（SAML）
代理認証
サービス提供

ポータルサイト

Mail

グループウェア

GakuNin RDM

LMS

ファイル共有

業務サーバ

VDI

サービス連携

データ連携

ワークフロー連携

連携基盤

統合ストレージ

他大学サービス

パブリック
クラウド

ID/PW
MFA

本人性・セキュリティ ユーザ統合管理・認証連携 API・データ要件定義



・LMSによるクレデンシャル管理

・デジタル学生証

・教学IR

Moodleベースのクレデンシャル発行システム
（大阪教育大の取り組みを参考に）

mdocによる実装を想定

修学データの「見える化」



システム全体構想

デジタルバッジ

オープンバッジ

「一般社団法人日本マイクロ
クレデンシャル機構」発足

三大学LMS統合

R8:

LMS統合検討WG

認証連携・データ連携

デジタル学生証

mdoc標準化

学生証アプリ

IC入退室管理

統合サーバ基盤

R7: HCI, クラウドバックアップ

R8: サーバ基盤統合、認証基盤連携

（2022年時での統合計画部分）

OA加速化

R6: 2PBストレージ
GRDM連携

統合ID管理基盤

R6: デジタル産学融合ラボ

機構ID・SSO導入

GRDM用IdP

R8: 認証基盤統合

MSテナント統合

IdP/AD統合管理

（メールエイリアス利用）

ネットワークシステム

VPNルータ: 北見, 小樽

R8:北見, 帯広, (小樽）

R8でセキュリティ部分を補強

PC演習室

R8:北見, 帯広, (小樽）

BYOD推進

統合アカウント連携

統合アカウント連携
(AD利用）

データ連携

クレデンシャル連携

統合アカウント
連携

統合アカウント連携

クレデンシャル連携
（ウォレット利用）

統合アカウント連携

データ連携

統合アカウント連携
（eduroam, VPN）

統合アカウント
連携



マイクロクレデンシャル

ポータル

LMS

学務システム

デジタル
学生証

共有
プラットフォーム

様々な教育サービス

共通化

質の高い
教育の提供

IDとして利用

教育の共有

サービス利用

SSO連携

修学データ



まとめ

北海道国立大学機構で展開される様々な教育形態に対応するために
重要な要素は

• ID統合
• システム共通化・統合
• 単位の管理（マイクロクレデンシャル）

とくに、単位取得のポータビリティと確実性を担保するには、
相応なマイクロクレデンシャルの技術が必要
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